
 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 
   
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

スローガン：○凡事徹底で生活の基礎固め～基本的生活習慣のレベルアップ  ○全力燃焼～過程（プロセス）重視 
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 ８月２６日（火）生徒が下校した午後を利用して、「不審者対応研

修（訓練）」を ALSOK から２名の講師を招いて行いました。児童・生

徒の安全を確保しつつ、警察が到着するまでの時間稼ぎが必要であり、そ

の方法の一つとして、「さす又」の使い方を教わりました。 

 本研修で、大分県では近年犯罪件数が増加傾向にあることが分かりま

した。学校現場においても不審者対応を全職員が共通認識する必要が

あると改めて感じました。さす又の使い方については、ただ押すだけでは不

審者に取られてしまう恐れがあり、まずは顔を狙うことが有効だとわかりまし

た。また、不審者から逃げる以外にも部屋の鍵を閉めて、バリケードを作る

などの対策も教えていただきました。これから不審者対応については、個人

が決められた役割を担うだけではなく、複数人で対応できるような組織作

りが大切だと思いました。教師として、防犯や危機管理意識を常に持って

行動していきたいと思いました。  髙岡 航汰 

不審者対応については、何度も参加して学んできました。しかし，実際に私自身が体を使って学んだ経験はありませ

んでした。最近では、不審者につけられ、マンションで刺されるという痛ましい事件が話題になっています。いつどこで、事件

に巻き込まれるかわからない世の中です。今回、「アルソック」の方をお呼びして体験型の研修が行われました。いろいろな

ご指導がありましたが、特にさすまたの使い方については、私の認識が間違っていることに気づかされました。さすまたは、押

さえつけるものではなく、威嚇して時間稼ぎをするものだそうです。次の行動につながるように時間を確保する体験型の研

修は非常に学びが多かったです。本日の研修が活かされる場面がないことを祈りますが、生徒とともに、どう対応していけ

ばいいのか一番いい方法を考えていきたいと思います。  髙橋 庸子 

 ８月２７日（水）令和８年度に実施される、現

７年生の「第２回修学旅行委員会」が開催されま

した。７月９日付１６号でもお知らせしましたが、プ

ロポーザル（業者によるプレゼンテーションと各校の校

長・学年主任・保護者代表による投票）が行われ、

取り扱い業者と旅程の詳細が決定しました。該当学

年の保護者説明は２学期末懇談会で行い、⑤につ

いては、懇談会の際に意見を聞きます。 

 

 

 

 

○取り扱い業者：名鉄観光 

①班編成…大山・南部・戸山・大明 

②旅行先及び日数…関西方面 ２泊３日 

③出発日…令和８年１１月２９日（日） 

④交通手段…往復新幹線 新鳥栖駅乗降 

⑤京都班研修…タクシーか公共交通機関 

                   （学校選択） 

 

 

８月２８日（木）、中学生に必要な栄養について理解

し、栄養バランスを考えて自分の食生活に活かすことを目的

に、前津江学校給食共同調理場の伊東栄養教諭が食育

授業を行いました。今回は７年生を対象にした「栄養バラン

スの良い朝食について考えよう」という内容でしたが、９月８

年生「成長期の食事」、１０月９年生「受験期の食生活」

という内容で行う予定です。 

今日、朝ご飯で摂ったらい

いものをたくさん知れたから

活かしたいです。 

金古美映さん 

ご飯の組み合わせで大切な

栄養素が分かりました 

穴井楓龍くん 


